


先進医療として適当とされた技術  

（先進医療名）  

凍結保存同種組織を用いた外科治療  

適応症：心臓弁又は血管を用いるものであって、組織の凍結保存と外科治療  

を同一施設内で行うもの。  

（医療機関の要件）  

Ⅰ実施責任医師の要件  

診療科：心臓血管外科、外科、小児外科又は泌尿器科  

資格：心臓血管外科専門医、外科専門医、小児外科専門医又は泌尿器科  
専門医  

当該技術の経験年数：5年以上  

当該技術の経験症例数：10例以上  

N   

Ⅱ 医療機関の要件  

実施診療科の医師数：常勤医師3名以上  

他診療科の医師数：麻酔科医1名以上  

病床数：1床以上  

診療科：心臓血管外科、外科、小児外科又は泌尿器科、及び麻酔科  
当直体制：要  

緊急手術の実施体制：要  

院内検査（24時間実施体制）：要  

医療機器の保守管理体制：要  

倫理委員会による審査体制：要  

医療安全管理委員会の設置：要  

医療機関としての当該技術の実施症例数：10例以上  

その他：日本組織移植学会の認定する施設であること  

Ⅲ その他の要件  

頻回の実績報告：届出後1年間は、6月毎の報告  




















